
#シン・総合事業へChange !!

私の最⼤ミッションはＪＡグループ組織の
横断的な広範・多様な顧客データを整理し
分かり易い形でＪＡ役職員に提供する事です

ＪＡの社会的使命である
地域の農業・農家・組合
員を守り抜くためには、
まずはＪＡ職員が元気
じゃーないとダメだよ!!



現状多くのJAが抱えている課題(顧客情報がバラバラ)

定期・定積
融資等情報

【JASTEM端末】
【共済端末】

生命・建更等
契約情報

【JAおおいた総合
情報センター端末】

出資・購買未収
販売精算情報等

JAには顧客情報を総合的に検索できる端末が無い

ダカラ!!窓口・渉外・営農指導員は両目を閉じてのお願い推進

JAで名寄せは必須

「総合事業のメリットを活かす」ってよく聞くけど、ソレ何の掛け声??JAで出来てますか??

顧客情報の武器を持たずしての営業だから貯金・共済等は自爆営業



なぜ?JAに名寄せは必須なのか?

現場JAで「名寄せ後の顧客情報検索」が導入出来れば

強力な情報の武器となりJAの組織基盤・事業活動を強靭化でき

地域の農業・農家に大きく貢献、それこそ総合事業のメリットが活きる

何よりJA職員が煩雑な作業から解放され、

本来の業務に邁進でき

個々人の生産性が向上するのが最大のメリット

「顧客名寄せ」は今後JAの情報DXプラットフォームになる

JAの社会的使命は地域の農業・農家を必ず守り抜く事!!!



事例１ 「組合員さんが相続手続きで来店」

【共済端末】

生命・建更等
契約情報

【JAおおいた総合
情報センター端末】

出資・購買未収
販売精算情報等

貯金・融資等の有無を確認 共済契約等の有無を確認 出資購買未収等の有無を確認

各業務端末ごとに調べ、時間が掛かり、更にモレがある

調べるに時間を割き過ぎ、よって知的労働時間が減少

定期・定積
融資等情報

【JASTEM端末】

JAには統合相続支援システムが無い!!

ダカラ息子・娘は准組合員にはならず脱退し出資金も引き出す!!



｢探す｣と｢作る｣に時間を割き過ぎ!!だからコソ、ソコをDX

DXのような言葉ばかりが先行し、結局デジタル化で、個人や会社にとって具体的に何が変わるのか、どんな良いことがあるのか、と言った
事が一般的にきちんと伝わっていないような気がする。それについては、デジタル化の恩恵をどのレベルで見るかにもよるが、特に仕事やタ
スクのレベルで見た場合には、時間的な内訳が大きく変わってくる。具体的には、知的労働のプロセスはおおむね「探す」「考える」「作る」
「伝える」の4つで構成されているが、それぞれの段階でデジタル化の恩恵を受けることになる。

DXで、仕事の比重や質は大きく変わるがキモ

たとえば「探す」は検索ツールを使うことで、「作る」はテンプレートや共有
資料を活用することで、圧倒的に短くすることができ、そのおかげで浮い
た時間を新たな挑戦に回せるようになる。
また探す、作る以外のプロセスには十分に時間をかけられるようになる。
たとえば「考える」ことに時間をかけると、自分の理解や洞察が促進される。
「伝える」ことに時間をかけると、他人への共有や共感が促進され、そのお
かげで仕事の質や他人からの評価は向上する。
デジタル化は、単にアナログ情報をデジタル情報に変換したり、デジタル
ツールを使うことだと誤解されがちだが、その本質はあくまで知的労働の

４プロセスそれぞれへの恩恵でもって、仕事全体に好循環
をもたらすことだと心に留めておいてほしい。
例えば今まで、全体で３０分掛かっていた「探す・作る」作業が、半分に短

縮出来れば他の仕事の質が向上し、新たな挑戦に転用
できる。この辺りがDXの本質と言えるのではないだろうか。

もし仮に・・・全国のJA職員数20万人×時給1,000円

＝1日1時間削減出来たら、 1日2億円削減



事例２ 「取引時確認(本人確認書類・確認記録書等の保存)」

【共済端末】

生命・建更等
契約情報

わが国では、マネー・ローンダリングおよびテ
ロ資金供与を防止するため、「犯罪による収益
の移転防止に関する法律（犯罪収益移転防止
法）」にもとづくお客さまの氏名、住居および生
年月日等の確認などが金融機関に義務づけ
られている

生命保険会社では、法令に基づきお客さまが
生命保険契約の締結等をする際、お客さまの
本人特定事項（氏名、住居、生年月日等）、取
引を行う目的、職業又は事業の内容、法人の
お客さまの場合は実質的支配者の確認を行う

もう、キャビネットがパンパン、前回来店時の確認書類が
探せない!!だから毎回書類を貰っている。また怒られた

お客様って

ひとりだよね

??

定期・定積
融資等情報

【JASTEM端末】



顧客情報の一元管理(名寄せ)が実現すれば・・・💓💓💓

理解や洞察の促進→共有や共感の促進→仕事の質が向上

顧客情報を名寄せ
すれば必ず

JAの資産
になる

① 従来複数端末を用いて検索していた情報を一元化することで、

→更なる業務効率の向上

② 職員の事務能力や経験年数に関わらず組合員・取引顧客へ

→高品質の情報を提供(しおり)
③ 役職員間で

→本当に有用な情報共有(つぶやき)
④ 支店、事業所毎で

→特色・特性に合った事業戦略の立案

⑤ 組合員・取引顧客の優先度が数値化(総合ランク)され

→平等ではなく、公平な対応 JAは儲かる!!










































